
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

がんは『不治の病』から『長く付き合う病気』に変化しつつあります。 

二人に一人ががんになる今、働き盛りで仕事を持ちながら治療をしている方も沢山

いらっしゃいます。一方、がんになったことで「仕事をやめなければいけない」だ

とか「職場に居辛い」というお困りの声が聞こえてくることも事実です。 

この講演会では、がん診療連携拠点病院と連携をとっているハローワーク厚木の就

職サポーターの方・就労しながら治療を続けている当事者の方からお話を伺います。 

また、コメンテーターとして当院の医師が参加します。よりよい生活を送るための

ヒントを学ぶ機会となれば幸いです。がん治療をされている方・御家族様に限らず

就労支援に関心のある方々含め広くご参加をお待ちしています。 

2019 年 7 月 20 日（土）  
13：30～16：00 

(13：00 受付開始) 

東名厚木病院 

4 号館 5 階三思会記念ホール 

https://www.tomei.or.jp/hospital/access/ 

      ＊駐車場（有料）あり 

 

 1.ハローワーク厚木 専門援助部門 就職サポーターのお話  

2.トークセッション 「がん当事者のくらしと就労のお話」 

◆スピーカー  がん当事者 
 

◆コメンテーター 日野浩司（乳腺・緩和ケア内科）、神山公希（消化器外科） 
 

3.展示ブース設置 ･･･ウィッグ・口腔ケア・栄養関連資料等 

 


